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６
月
９
日
、
15
日
、
18
日
の
３
日

間
、
前
橋
市
・
ラ
シ
ー
ネ
新
前
橋
に
お

い
て
、
県
内
各
地
の
組
合
理
事
長
等
の

業
界
リ
ー
ダ
ー
が
出
席
し
、
組
合
理
事

長
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
例
年
地
区
別

の
開
催
で
あ
っ
た
が
、今
回
は
製
造
業
、

建
設
業
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
運
輸

業
と
業
種
別
に
開
催
。

　

各
回
そ
れ
ぞ
れ
、
群
馬
県
産
業
経
済

部
の
工
業
振
興
課
鬼
形
尚
道
課
長
、
産

業
政
策
課
石
川
利
一
課
長
、
商
政
課
上

原
英
之
課
長
が
臨
席
し
、
本
会
金
子
正

元
会
長
も
出
席
し
た
。

　

懇
談
会
は
、金
子
会
長
の
挨
拶
の
後
、

本
会
中
山
正
司
専
務
理
事
が
座
長
と
な

り
議
事
を
進
め
た
。

　

ま
ず
、
県
の
担
当
課
長
が
群
馬
県
の

産
業
概
況
や
産
業
経
済
施
策
等
の
説
明

を
行
っ
た
。
次
い
で
本
会
よ
り
、
①
今

後
の
主
要
行
事
予
定
、
②
第
67
回
中
小

企
業
団
体
全
国
大
会
、
③
組
合
新
事
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
助
成
事
業
、
④
消
費
税
転

嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事
業
、
⑤
も
の
づ

く
り
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
試
作

開
発
等
支
援
事
業
、
⑥
連
携
組
織
等
企

画
提
案
型
支
援
事
業
、
⑦
外
国
人
技
能

実
習
生
制
度
適
正
化
事
業
等
に
つ
い
て

情
報
提
供
を
行
っ
た
後
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

製
造
業
に
お
い
て
は
、
①
青
年
部
の

動
向
、
②
円
安
の
影
響
、
③
電
力
料
金

の
値
上
げ
、
④
人
材
不
足
、
⑤
下
請
け

取
引
の
適
正
化
、
⑥
税
制
、
⑦
官
公
需

受
注
、
⑧
補
助
金
の
利
用
状
況
等
、
幅

広
い
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

製造業の懇談会

金子会長

組合理事長懇談会を開催
業種別に意見交換
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建
設
業
に
お
い
て
は
、
①
電
気
事
業

法
の
改
正
、
②
官
公
需
適
格
組
合
制

度
、
③
技
能
士
資
格
、
④
技
術
者
不
足
、

⑤
発
注
の
平
準
化
、
⑥
組
合
加
入
の
メ

リ
ッ
ト
、
⑦
外
国
人
技
能
実
習
生
、
⑧

非
組
合
員
企
業
の
動
向
等
、
話
題
は
多

岐
に
わ
た
っ
た
。

　

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
運
輸
業
に
お

い
て
は
、
①
規
制
緩
和
に
よ
る
同
業
者

の
増
加
、
②
同
業
種
間
・
地
域
間
の
格

差
拡
大
、
③
雪
害
の
影
響
、
④
地
方
創

生
事
業
、
⑤
需
要
喚
起
の
必
要
性
、
⑥

女
性
の
起
業
、⑦
原
材
料
等
の
値
上
げ
、

⑧
外
国
人
技
能
実
習
生
等
、
様
々
な
議

論
を
交
わ
し
た
。

任
以
来
、
人
材
育
成
、
雇
用
、
金
融
等

様
々
な
分
野
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
の

声
を
広
く
届
け
て
き
た
。
今
後
も
会
員

の
皆
様
と
情
報
を
共
有
し
て
、
し
っ
か

り
と
主
張
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

建設業の懇談会

商業・サービス業・運輸業の懇談会

率直な思いが語られた

上原英之商政課長 石川利一産業政策課長 鬼形尚道工業振興課長

　

意
見
交
換
で
語
ら
れ
た
組
合
の
現
状

や
要
望
等
を
受
け
、県
の
担
当
課
長
が
、

①
国
に
対
す
る
要
望
の
進
捗
状
況
、
②

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
、
③
発
注
の
現
状
、

④
雇
用
対
策
、
⑤
制
度
融
資
、
⑥
女
性

の
活
躍
等
に
つ
い
て
、
今
後
の
あ
り
方

や
具
体
的
対
応
策
を
説
明
し
た
。

　

次
い
で
、
中
央
会
が
、
①
組
合
新
事

業
チ
ャ
レ
ン
ジ
助
成
事
業
、
②
要
望
の

陳
情
状
況
、
③
官
公
需
適
格
組
合
制
度

等
に
つ
い
て
、
参
加
者
か
ら
の
質
疑
に

回
答
し
た
。

　

結
び
に
金
子
会
長
が
、「
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
頃
よ
り
は
、
前
向
き
な
話

も
出
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
会
長
就

◎
懇
談
会
を
終
え
て

　

今
回
は
、
例
年
以
上
に
踏
み
込
ん
だ

意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
中
で
頂
戴
し
ま
し
た
国

に
対
す
る
要
望
は
、
中
小
企
業
団
体

全
国
大
会
へ
の
決
議
案
に
取
り
入
れ

て
参
り
ま
す
。
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群
馬
県
給
食
協
同
組
合
連
合
会
（
木

島
健
司
会
長
、
会
員
３
組
合
）
は
６
月

５
日
、
伊
香
保
町
・
ホ
テ
ル
木
暮
に
お

い
て
第
44
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

木
島
会
長
を
議
長
に
、
議
案
の
審
議

が
な
さ
れ
、
事
業
報
告
・
決
算
、
事
業

計
画
・
収
支
予
算
、
経
費
の
賦
課
・
徴

収
方
法
、
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
が

満
場
一
致
で
原
案
通
り
可
決
承
認
・
決

定
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、「
印
象
管
理
を
活
用
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
を
テ
ー

マ
に
、
印
象
ア
ナ
リ
ス
ト
伊
藤
有
希
氏

が
講
演
を
行
っ
た
。
同
氏
は
、
印
象
を

戦
略
的
に
演
出
す
る
手
法
の
研
修
の
他
、

接
客
接
遇
の
講
習
や
女
性
向
け
に
メ
イ

ク
の
講
習
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

伊
藤
氏
は
ま
ず
、
印
象
戦
略
が
活
用

さ
れ
た
有
名
な
例
と
し
て
、
テ
レ
ビ
が

登
場
し
た
１
９
５
９
年
の
ア
メ
リ
カ
大

統
領
選
挙
戦
を
紹
介
。現
代
で
も
、様
々

な
著
名
人
が
多
く
の
場
面
で
印
象
管
理

の
プ
ロ
の
力
を
借
り
て
自
身
を
演
出
し

て
い
る
旨
解
説
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
師
か
ら
様
々
な
問
い
か

け
が
さ
れ
、
参
加
者
自
身
が
自
分
な
り

の
考
え
を
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
講
義
が
進

ん
だ
。

　

例
え
ば
、様
々
な
著
名
人
の
写
真
や
、

講
師
が
印
象
を
演
出
し
た
人
物
の
ビ

ペアを組み互いの印象を話し合う

伊藤有希 氏

◎
研
修
を
終
え
て

　

口
角
を
少
し
上
げ
る
等
の
ち
ょ
っ

と
し
た
行
動
で
印
象
を
よ
く
で
き
る

と
の
こ
と
。
公
私
と
も
に
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

群馬県給食協同組合連合会群馬県給食協同組合連合会
第44回通常総会・講演会開催第44回通常総会・講演会開催

伊藤有希 氏

フ
ォ
ア
ア
フ
タ
ー
の
写
真
を
見
せ
、「
何

が
ど
の
よ
う
に
印
象
へ
影
響
を
与
え
る

の
か
」
を
問
い
か
け
る
こ
と
で
、
参
加

者
自
身
が
気
づ
き
を
得
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
参
加
者
２
名
の
服
の
着
方
・
姿

勢
・
髪
形
等
そ
の
場
で
変
え
ら
れ
る
調

整
を
行
い
、
調
整
前
後
の
写
真
を
見
比

べ
な
が
ら
、
講
義
で
解
説
し
た
内
容
を

実
際
の
目
で
確
認
し
た
。

　

さ
ら
に
、
良
い
印
象
を
与
え
る
簡
単

な
会
話
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
表
情
の
使
い

方
や
表
情
筋
を
鍛
え
る
方
法
等
も
実
践

を
交
え
な
が
ら
解
説
し
た
。
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群
馬
県
中
小
企
業
団
体
青
年
協
議
会

（
久
保
田
雅
幸
会
長
、
29
会
員
）
は
、

６
月
10
日
、
前
橋
市
・
前
橋
商
工
会
議

所
会
館
に
お
い
て
、
第
39
回
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。

　

久
保
田
会
長
が
議
長
と
な
り
、
平
成

26
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
収
支
決
算

書
承
認
の
件
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
決
定
の
件
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
原
案
通

り
可
決
承
認
・
決
定
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
を
い

た
だ
い
た
商
工
中
金
前
橋
支
店
長
松
尾

悟
志
氏
、
青
年
協
議
会
直
前
会
長
田
村

明
義
氏
を
紹
介
し
、
松
尾
支
店
長
よ
り

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

通
常
総
会
終
了
後
、
株
式
会
社
双
日

総
合
研
究
所
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
吉

崎
達
彦
氏
を
講
師
に
、「
今
後
の
日
本
経

済
と
政
治
の
動
き
」
を
テ
ー
マ
に
研
修

会
を
行
っ
た
。
吉
崎
氏
は
、
６
月
開
催

さ
れ
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
内
容
や
今
後

の
世
界
経
済
、
日
本
経
済
に
つ
い
て
解 久保田雅幸会長

吉崎達彦 氏

説
。
最
後
に
地
域
中
小
企
業
に
つ
い
て

言
及
し
、
日
本
経
済
を
担
っ
て
い
る
中

小
企
業
は
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

社
会
を
動
か
し
て
い
る
の
は
中
小
企
業

と
述
べ
、
自
社
を
成
長
さ
せ
、
日
本
経

済
の
発
展
に
繋
げ
て
欲
し
い
と
締
め
く

く
っ
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
を
開
催
。
久
保
田

会
長
が
挨
拶
し
、
来
賓
の
本
会
中
山
正

司
専
務
理
事
が
挨
拶
と
乾
杯
を
行
っ
た
。

懇
親
会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、

交
流
・
懇
親
が
深
め
ら
れ
、
田
村
直
前

会
長
に
よ
る
中
締
め
に
よ
り
、
盛
会
裡

に
終
了
と
な
っ
た
。

総
会
・
研
修
会

懇
親
会

青
年
協
議
会
へ

是
非
ご
加
入
下
さ
い
！

　

青
年
協
議
会
は
、
組
合
青
年
部

や
そ
の
Ｏ
Ｂ
、
中
小
企
業
の
若
手

経
営
者
、
後
継
者
等
が
加
入
し
、

研
修
会
等
の
事
業
を
通
じ
て
、
企

業
や
組
合
の
後
継
者
と
し
て
の
実

力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
業
種
か
ら
ご
入
会
頂
い
て
い
る

の
で
、
幅
広
い
内
容
の
情
報
交
換

が
で
き
、
相
互
に
業
界
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
べ
く
切
磋
琢
磨
で
き

る
絶
好
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
数

　

団
体
21　

個
人
８

会
員
資
格

　

・
中
小
企
業
組
合
に
設
置
さ
れ

　
　

て
い
る
青
年
部

　

・
任
意
に
組
織
さ
れ
た
若
手
経

　
　

営
者
等
の
団
体

　

・
中
小
企
業
の
経
営
者
、
後
継

　
　

者
、
役
職
員
及
び
中
小
企
業

　
　

組
合
の
役
職
員
又
は
中
小
企

　
　

業
関
係
機
関
の
役
職
員

※
詳
細
は
本
会
開
発
課
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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中
小
企
業
組
合
の
新
規
設
立
動
向

　
　
　
　

    （
全
国
中
央
会
ま
と
め
）

　

平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で

５
年
度
に
わ
た
り
減
少
を
続
け
て

い
た
新
設
組
合
数
は
、
23
年
度
に

６
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
、
24
年

度
も
前
年
度
比
増
加
で
あ
っ
た
が
、

平
成
25
年
度
は
前
年
度
比
12
組
合

減
の
３
２
７
組
合
と
な
り
３
年
ぶ

り
の
減
少
と
な
っ
た
。

　

平
成
25
年
度
の
新
設
組
合
の
対

前
年
度
増
減
を
都
道
府
県
別
に
み

る
と
「
増
加
」
が
17
、「
減
少
」
が

21
、「
不
変
」
が
９
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
10
組
合
以
上
の
設
立
が

あ
っ
た
都
道
府
県
は
、
東
京
都（
29

組
合
）、
静
岡
県（
23
組
合
）、
千
葉

県（
22
組
合
）、
埼
玉
県（
15
組
合
）、

北
海
道（
14
組
合
）、
福
岡
県（
14
組

合
）、
山
形
県（
13
組
合
）、
宮
城
県

（
12
組
合
）、
福
島
県（
11
組
合
）、
岩

手
県
、三
重
県
、大
阪
府
、山
口
県（
い

ず
れ
も
10
組
合
）
の
13
都
道
府
県

で
あ
っ
た
。

新 設 組 合 の 概 要

■
企
業
組
合
農
業
電
力
機
構

　

畜
産
農
家
で
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
の

焼
却
・
浄
化
処
理
に
対
す
る
コ
ス
ト
が

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
を
考
え
る
研
究
会
で
集

ま
っ
た
仲
間
が
企
業
組
合
を
設
立
。
家

畜
排
せ
つ
物
の
燃
料
化
プ
ラ
ン
ト
及
び

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
販
売
仲

介
業
務
と
設
置
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
い
、
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
の
サ

ポ
ー
ト
を
目
指
す
。

　

理 
事 

長　

登
丸　

瑛

　

組 
合 
員　

５
人

　

所 

在 
地　

前
橋
市

　

電　

話　
０
２
７
‐
２
８
４
‐
９
７
７
０

　

出
資
金　

50
万
円

　

主
な
事
業　

家
畜
排
せ
つ
物
の
燃
料
化
・

　
　
　
　
　
　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト

　
　
　
　
　
　

の
販
売
仲
介
業
務
等

　

設　
　

立　

平
成
26
年
９
月
26
日

■
電
化
生
活
館
・
群
馬
県
家
電
事
業
協

　

同
組
合

　

家
電
販
売
業
は
、
業
界
を
牽
引
す
る

主
力
商
品
不
足
や
消
費
税
増
税
に
伴
う

反
動
減
も
見
ら
れ
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
店
主
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

な
ど
に
よ
り
廃
業
も
目
立
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
、
高
齢
化
社
会
の
進
展

に
伴
い
、
地
域
家
電
店
の
必
要
性
の
高

ま
り
が
予
想
さ
れ
、
系
列
家
電
店
が
組

織
化
し
、
情
報
交
換
や
不
足
す
る
経
営

資
源
を
補
い
な
が
ら
、
諸
問
題
の
解
決

を
図
っ
て
い
く
。

　

理 

事 

長　

中
澤
幸
俊

　

組 

合 

員　

21
人

　

所 

在 

地　

高
崎
市

　

電　
　

話　

 

０
２
７
‐
３
６
１
‐
３
１
６
１

　

地　
　

区　

群
馬
県

　

出
資
金　

２
１
０
万
円

　

組
合
員
業
種　

電
気
機
械
器
具
小
売
業

　

主
な
事
業　

共
同
購
買
、共
同
販
売
、

　
　
　
　
　
　

共
同
宣
伝
等

　

設　
　

立　

平
成
26
年
10
月
14
日

■
健
康
美
容
協
同
組
合

　

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
は
、
女
性

の
社
会
進
出
等
を
背
景
に
発
展
し
て
い

る
が
、
大
手
業
者
の
県
内
進
出
等
で
競

争
が
激
化
し
、
経
営
環
境
は
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
顧
客
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
す
る
と
共
に
施
術
方
法
も

高
度
化
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
に
対
応

す
る
た
め
に
組
合
を
設
立
。
各
種
共
同

事
業
を
実
施
し
、
各
社
の
経
営
改
善
と

体
質
強
化
を
図
り
、
更
な
る
顧
客
の
健

康
と
美
容
の
追
及
を
目
指
す
。

平成26年度
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理 

事 

長　

平
尾
真
一

　

組 

合 

員　

４
人

　

所 

在 

地　

高
崎
市

　

電　
　

話　

 

０
２
７
‐
３
９
５
‐
０
７
７
１

　

地　
　

区　

前
橋
市
、
高
崎
市
、
伊
勢
崎
市

　

出
資
金　

１
０
０
万
円

　

組
合
員
業
種　

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
業

　

主
な
事
業　

共
同
購
買
、共
同
宣
伝
、

　
　
　
　
　
　

調
査
研
究
等

　

設　
　

立　

平
成
26
年
11
月
７
日

■
ア
ー
ス
ケ
ア
協
同
組
合

　

超
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
て
、
大
手

企
業
に
よ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
業
や
訪

問
介
護
事
業
へ
の
新
規
参
入
が
相
次
い

で
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
老
人
福
祉
関

連
の
中
小
企
業
４
社
が
生
き
残
り
を
図

る
べ
く
協
同
組
合
を
設
立
。
お
互
い
の

経
営
資
源
を
補
完
し
あ
い
、
経
営
基
盤

を
強
化
す
る
と
共
に
、
介
護
関
連
法
律

改
正
等
の
各
種
情
報
の
共
有
を
積
極
的

に
行
い
、市
場
競
争
力
を
高
め
て
い
く
。

　

理 

事 

長　

藤
原
崇
史

　

組 

合 

員　

４
人

　

所 

在 

地　

前
橋
市

　

電　
　

話　

 

０
２
７
‐
２
８
９
‐
２
２
２
７

　

地　
　

区　

栃
木
県
、
群
馬
県
、
東
京
都

　

出
資
金　

１
０
０
万
円

　

組
合
員
業
種　

看
護
業
、
訪
問
介
護
事

　
　
　
　
　
　

業
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

主
な
事
業　

共
同
購
買
、事
務
代
行
、

　
　
　
　
　
　

共
同
宣
伝
等

　

設　
　

立　

平
成
27
年
１
月
23
日

■
群
馬
き
の
こ
生
産
協
同
組
合

　

東
日
本
大
震
災
等
の
風
評
被
害
等
を

う
け
、
椎
茸
の
生
産
は
原
木
椎
茸
か
ら

菌
床
椎
茸
へ
移
行
。
ま
た
、
中
国
産
等

の
安
価
な
輸
入
椎
茸
が
増
え
る
等
、
国

内
有
数
の
生
産
高
を
誇
る
県
内
椎
茸
生

産
業
は
苦
戦
し
て
い
る
。こ
う
し
た
中
、

菌
床
生
産
の
共
同
施
設
の
設
置
を
目
的

に
協
同
組
合
を
設
立
。
群
馬
ブ
ラ
ン
ド

椎
茸
の
確
立
と
消
費
拡
大
を
目
指
す
。

　

理
事
長　

黛　

勝
江

　

組
合
員　

５
人

　

所
在
地　

安
中
市

　

電　
　

話　

０
２
７
‐
３
９
３
‐
５
６
３
０

　

地　
　

区　

安
中
市

　

出
資
金　

１
２
５
万
円

　

組
合
員
業
種　

野
菜
作
農
業

　

主
な
事
業　

共
同
施
設
の
設
置
・
運

　
　
　
　
　
　

営
、
共
同
生
産
等

　

設　
　

立　

平
成
27
年
３
月
３
日

　平成26年度において本会に設立相談のあった案件の中から、スケールメリットを追求して、
共同購買、共同受注、共同販売、共同宣伝を実施する組合が設立されましたので紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－設立順・敬称略－
　
　また、平成元年から平成25年における組合の設立・解散・増減数の推移をグラフで示し、
全国の新規組合設立の動向を紹介します。

設立・解散・増減数の推移※解散数は負の数として表記
 （平成元年度～25年度） ※解散数は命令解散含む




